
  令 和 ８ 年 度  第 １ 回 
工 事 担 任 者 試 験 問 題  種

別 第一級アナログ通信 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １１時００分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ １ 時 ４ ０ 分 １ ２ 時 ２ ０ 分 １ ３ 時 ０ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 
 

科       目 
 問 題 番 号 ご と の 解 答 数  試 験 問 題 

 第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ Ａ － 1 ～ 6 

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ Ａ － 7 ～ 12 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ Ａ － 13 ～ 19 

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０３Ａ９２１１２３４               生年月日  平成３年４月５日 
              

 
 
 
 
 
 
 

 

５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 
 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

   

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

正答の公表は５月２７日１０時以降の予定です。 

合否の検索は６月１５日１４時以降可能の予定です。 
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Ａ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、抵抗Ｒ に流れる電流は、 (ア) アンペアである。ただし、４

電池の内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① ２ ② ４ ③ ６ ④ ８ ⑤ １０

図１

(２) 図２に示す回路において、抵抗Ｒ、コイルＬ及びコンデンサＣにそれぞれ図に表記した大き

さの電流が流れているとき、回路に流れる全電流Ｉは、 (イ) アンペアである。 (５点)

① １１ ② １３ ③ １５ ④ １７ ⑤ １９

図２

(３) コイルに交流電流が流れると、コイル内には時間的に変化する磁束が生じ、流れる電流を妨

げる向きに誘導起電力が生ずる。このときの誘導起電力の大きさは、コイルの自己インダクタ

ンスと (ウ) の積で表される。 (５点)

① 電 流 ② 電流変化率 ③ 周波数 ④ 磁 束 ⑤ 磁束変化率

(４) 正弦波交流電流の流れる回路における力率は、有効電力を (エ) で除することで求めら

れる。 (５点)

① 実効電流 ② 無効電力 ③ 最大電力 ④ 実効電圧 ⑤ 皮相電力

Ｉ

ＣＲ Ｌ Ａ４Ａ５ Ａ１６

Ｅ１＝４６ Ｖ

Ｒ３＝４ Ω

Ｅ２＝３８ Ｖ

Ｒ１＝５ Ω Ｒ２＝２０ Ω Ｒ４＝５ Ω



Ａ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ｐｎ接合の半導体に順方向の電圧を加えると、ｎ領域の電子はｐ領域に入り込み、ｐ領域の

正孔はｎ領域に入り込み、それぞれ少数キャリアとして半導体結晶内を拡散する。このとき、

ｐ領域では少数キャリアの電子が多数キャリアの正孔と、ｎ領域では少数キャリアの正孔が多

数キャリアの電子とそれぞれ (ア) する。 (４点)

① 同 期 ② 分 散 ③ 再結合 ④ 共 振 ⑤ 共有結合

Ｉ(２) 図１に示すトランジスタ増幅回路においてベース－エミッタ間に正弦波の入力信号電圧Ｖ

を加えたとき、コレクタ電流Ｉ が図２に示すように変化した。Ｉ とコレクタ－エミッタ間Ｃ Ｃ

の電圧Ｖ との関係が図３に示すように表されるとき、Ｖ の振幅を１００ミリボルトとすれば、ＣＥ Ｉ

電圧増幅度は、 (イ) である。 (４点)

① ２０ ② ３０ ③ ４０ ④ ５０ ⑤ ６０

図１ 図２ 図３

(３) ダイオードの特徴について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ フォトダイオードは、光を電気に変換する機能を持ち、順方向電圧を加えたｐｎ接合部に

光を当てると光の強さに応じた電流を生ずる半導体素子である。

Ｂ ＬＥＤは、電気を光に変換する機能を持ち、ｐｎ接合に逆方向電圧を加えると光を放出す

る半導体素子である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 記憶素子を構成する基本単位であるメモリセルが、ＭＯＳトランジスタ１個とコンデンサ

１個から構成され、コンデンサに電荷があるときは１、電荷がないときは０として記憶される

半導体メモリは、 (エ) といわれる。 (４点)

① ＭＲＡＭ ② ＤＲＡＭ ③ ＲＯＭ

④ ＳＲＡＭ ⑤ フラッシュメモリ

(５) エミッタ接地増幅回路において、エミッタ電流が２ミリアンペア、コレクタ電流が１.９５

ミリアンペアであるとき、直流電流増幅率ｈ は、 (オ) となる。 (４点)ＦＥ

① ０.９７５ ② １.０２ ③ ３.９５ ④ ３９ ⑤ ４０

Ｉ

Ｒ

～

I

Ｖ １

２

３

４

０

時間

１

２

３

４

０
２ ４ ６ ８

Ｖ 〔Ｖ〕

Ｖ

８〔Ｖ〕

Ｉ
ＣＥ

ＣＥ

Ｃ Ｃ

Ｉ
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 下に示す五つのベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、斜線

部分を示す論理式がＡ･Ｃ･Ｂ＋Ａ＋Ｂ＋Ｃ と表すことができるベン図は、図１～図５のうち

(ア) である。 (５点)

① 図１ ② 図２ ③ 図３ ④ 図４ ⑤ 図５

図１ 図２ 図３

図４ 図５

１ ４ ０ １ ２ ３ ４ ０(２) 表に示す２進数の Ｘ ～Ｘ を用いて、計算式(加算) Ｘ ＝ Ｘ ＋Ｘ ＋Ｘ ＋Ｘ からＸ

を求め、これを１６進数で表すと、 (イ) になる。 (５点)

① ２Ｂ８ ② ２Ｃ２ ③ ２Ｄ６ ④ ３Ｃ２ ⑤ ６Ｃ０

２進数

Ｘ ＝ １１００１１１１１

Ｘ ＝ １０１１０１００２

Ｘ ＝ １０１０１００１３

Ｘ ＝ １００１０１１０４

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ



Ａ－4

(３) 図６に示す論理回路は、ＮＯＲゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及びｂに

図７に示す入力がある場合、図６の出力ｄは、図７の出力のうち (ウ) である。 (５点)

① ｄ１ ② ｄ２ ③ ｄ３ ④ ｄ４ ⑤ ｄ５ ⑥ ｄ６

図６

図７

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ｂ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ｂ＋Ｃ)

① Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ② Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ③ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

④ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

入力ａ
出力ｃ入力ｂ

出力 d

a

b

d1

d2

d3

d4

d5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力

d6
1

0



Ａ－5

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図において、電気通信回線１への入力電圧が２５０ミリボルト、電気通信回線１から電気通

信回線２への遠端漏話減衰量が (ア) デシベル、増幅器の利得が４０デシベル、変成器の

巻線比が５：３のとき、電圧計の読みは１５ミリボルトである。ただし、変成器は理想的なも

のとし、電気通信回線及び増幅器の入出力インピーダンスは全て同一値で、各部は整合してい

るものとする。 (５点)

① ２０ ② ３０ ③ ４０ ④ ５０ ⑤ ６０

(２) 平衡対ケーブルを用いて音声周波数帯域の信号を伝送するときの伝送損失は、 (イ) を

大きくすると増加する。 (５点)

① 心線導体の直径 ② 単位長さ当たりの心線導体抵抗

③ 心線導体間の間隔 ④ 単位長さ当たりのインダクタンス

(３) 無限長の一様線路における音声周波での特性インピーダンスは周波数、線路の静電容量及び

導体抵抗から近似的に求めることができ、その大きさは、周波数の平方根と線路の静電容量の

(ウ) する。 (５点)

① ２乗に反比例し、導体抵抗の２乗に比例

② ２乗に比例し、導体抵抗の２乗に反比例

③ 平方根に反比例し、導体抵抗の平方根に比例

④ 平方根に比例し、導体抵抗の平方根に反比例

(４) 電力線からの誘導作用によって通信線に誘起される誘導電圧には、電磁誘導電圧と静電誘導

電圧がある。このうち、電磁誘導電圧は、一般に、電力線の (エ) に比例する。 (５点)

① 電 流 ② 電 圧 ③ インダクタンス ④ 抵 抗 ⑤ 線 径

発振器 電気通信回線１

電気通信回線２

終端抵抗

増幅器
巻線比 終端抵抗

変成器

５：３

電圧計終端抵抗 Ｖ



Ａ－6

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ音声信号を量子化ビット数ｎビットでＰＣＭ符号化し、電気通信回線を用いた伝送

において、１秒当たりに伝送されるデータ量がＶビットのとき、アナログ音声信号を標本化し

た際のサンプリング間隔は (ア) 秒である。 (４点)

Ｖ １ Ｖ ｎ ２ｎ① ② ③ ④ ⑤ｎ ｎＶ ２ｎ Ｖ Ｖ

(２) 光変調方式の一つである直接変調方式では、一般に、光源として用いられる半導体レーザの

駆動電流を変化させることにより、半導体レーザから出力される光の (イ) を変化させて

いる。 (４点)

① 位 相 ② 強 度 ③ 波 長 ④ モード分散 ⑤ レイリー散乱

(３) デジタル回線の伝送品質を評価する尺度の一つである％ＳＥＳは、１秒ごとに平均符号誤り率

を測定し、平均符号誤り率が (ウ) を超える符号誤りの発生した秒の延べ時間(秒)が、稼

働時間(秒)に占める割合を表したものである。 (４点)

－８ －６ －５① １×１０ ② １×１０ ③ １×１０
－４ －３④ １×１０ ⑤ １×１０

(４) デジタル中継伝送における伝送品質の劣化要因について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。

(４点)

Ａ 再生中継器を用いたデジタル中継伝送においては、再生中継器の信号受信部におけるタイ

ミング抽出回路から出力されるタイミングパルスの位相変動によりジッタが発生することが

ある。

Ｂ 符号間干渉は、一般に、デジタル信号の伝送に必要とされる帯域が十分に確保されていな

い場合などに発生し、ビット誤りが生ずる要因の一つとなる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 多元接続方式のうち、複数の送受信アンテナを利用する無線技術であるＭＩＭＯ(Multiple

Input Multiple Output)を使用することにより、伝送路を空間的に分割して、同一時刻に同一

周波数を用いて複数の端末と通信できる方式は、 (オ) といわれる。 (４点)

① ＣＤＭＡ ② ＣＳＭＡ ③ ＦＤＭＡ ④ ＳＤＭＡ ⑤ ＴＤＭＡ



Ａ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話機での通話に影響を及ぼす現象について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。

(４点)

Ａ 送話器から入った送話者自身の音声や室内騒音が、送話者側の電話機内部の通話回路及び

受話回路を経て自分の耳に聞こえる現象は、一般に、回線エコーといわれる。

Ｂ 送話者自身の音声が、受話者側の受話器から送話器に音響的に回り込んで通話回線を経由

して戻ってくることにより、送話者の受話器から遅れて聞こえる現象は、一般に、音響エコー

といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図はデジタル式ＰＢＸの内線回路のブロック図を示したものである。図中のＺは (イ)

を表す。 (４点)

① 変調器 ② 復調器 ③ 等化器

④ 伸長器 ⑤ 符号器 ⑥ 復号器

(３) デジタル式ＰＢＸの外線応答方式について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 外線応答方式としてＰＢダイヤルインを用いた場合は、一般に、電気通信事業者が提供す

る発信者番号通知の機能を使ったサービスを利用できない。

Ｂ 外線から特定の内線に着信させる方式のうち、電気通信事業者の交換機にあらかじめ登録

した内線指定番号をＰＢ信号によりＰＢＸで受信する方式は、一般に、モデムダイヤルイン

といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) メタルケーブルを用いた固定電話サービスの提供・維持が著しく不経済となるエリアに提供

されるワイヤレス固定電話サービスはモバイル回線を利用しており、アナログ電話機をワイヤ

レス固定電話用ターミナルアダプタが具備している (エ) タイプのモジュラジャックに接

続することでサービスが利用できる。 (４点)

① ＲＪ－１１ ② ＲＳ－２３２Ｃ ③ ＦＣコネクタ

④ ＲＪ－４５ ⑤ ＲＪ－４８

２
線
―
４
線
変
換
回
路

音
声
情
報

Ｖ

平
衡
回
路
網

Ｙ
　　(上り)

　　
(下り)

Ｚ

電
話
機

呼
出
信
号

試
験
装
置

監
視
信
号

Ｗ

呼
出
信
号
制
御
回
路

試
験
引
込
み
回
路

　　直流監視回路
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(５) 電気通信設備に対する雷害には、建物などへの直撃雷電流によって発生した (オ) に起

因する誘導雷サージがある。誘導雷サージは、落雷地点の付近にある通信ケーブルなどを通し

て通信装置に影響を与える。 (４点)

① 放射ノイズ ② 複 流 ③ 瞬 断 ④ 電磁界 ⑤ 不平衡

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける機能群であるＮＴ１又はＮＴ２が有する機

能などについて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① ＮＴ１は、インタフェース変換の機能を有しており、非ＩＳＤＮ端末を直接接続で

きる。

② ＮＴ１は、レイヤ２及びレイヤ３のプロトコル処理機能を有している。

③ ＮＴ１は、フレーム同期の機能を有している。

④ ＮＴ２は、交換、集線及び伝送路終端の機能を有している。

⑤ ＮＴ２の具体的な装置の一つとして、ＤＳＵがある。

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１において、特定ビットパターンで構成さ

れるＩＮＦＯといわれる信号を用いてＴＥとＮＴ間で行われる手順であって、通信の必要が

生じた場合にのみインタフェースを活性化し、必要のない場合には不活性化する手順は、

(イ) の手順といわれる。 (４点)

① 設定・解除 ② 接続・解放 ③ 応答・切断

④ 起動・停止 ⑤ 開通・遮断

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、レイヤ２で用いられる識別子について述

べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ Ｄチャネル上を転送される情報の種別が呼制御手順か否かを識別するために用いられる識

別子は、ＴＳＳＩといわれる。

Ｂ バス配線に接続されている一つ又は複数の端末を識別するために用いられる識別子は、

ＴＥＩといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるレイヤ３のメッセージの共通部は、全ての

メッセージに共通に含まれており、大別して、呼番号、プロトコル識別子及び (エ) の３

要素から構成されている。 (４点)

① サブアドレス情報 ② チャネル識別子 ③ 情報転送属性

④ 送信元アドレス ⑤ メッセージ種別

(５) １.５メガビット／秒方式のＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースにおけるフレーム

構成について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ １マルチフレームは、１９３ビットのフレームを２４個集めた２４フレームで構成される。

Ｂ マルチフレーム同期信号パターンとして、４フレームごとのＤチャネルビットで形成され

る特定の２進パターンが定義されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 完全線群のトラヒックについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 待時式の系において、生起した呼が出線全塞がりに遭遇する確率は、一般に、呼損率とい

われる。

Ｂ 中継線の全塞がりなどにより着信者が応答するまでに至らなかった呼は、不完了呼に分類

され、誤ダイヤルにより目的と異なる相手に接続された場合であっても着信者が応答した呼

は、完了呼に分類される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 待時式トラヒックモデルにおいて、出線全塞がりのとき生起した呼は接続されるまで待つと

ともに待ち呼数に制限がない場合、呼の生起率λ、呼の平均待ち時間Ｗ及び平均待ち呼数Ｌは、

Ｌ＝ (イ) の関係で表され、これは、一般に、リトルの公式といわれる。 (４点)

λ Ｗ １① λＷ ② λＷ ③ ④ ⑤Ｗ λ λＷ

(３) 出回線数が２５回線の交換線群に２０アーランの呼量が加わり、回線の平均使用率が６０

パーセントのとき、呼損率は (ウ) である。 (４点)

① ０.１５ ② ０.２５ ③ ０.４８ ④ ０.５２ ⑤ ０.７５

(４) コンピュータプログラムのセキュリティ上の脆弱性が公表される前、又は脆弱性の情報は公
ぜい ぜい

表されたがセキュリティパッチがまだ提供されていない状態において、その脆弱性を狙って行
ぜい

われる攻撃は、一般に、 (エ) 攻撃といわれる。 (４点)

① 標的型 ② タイミング ③ ＤｏＳ

④ ゼロデイ ⑤ ブルートフォース

(５) ＰＧＰを用いた暗号化電子メールの仕組みについて述べた次の記述のうち、誤っているもの

は、 (オ) である。 (４点)

① 送信者は、電子メールの内容を共通鍵で暗号化し、その共通鍵を受信者の公開鍵を

用いて暗号化する。

② 認証に用いられるデジタル署名は、送信者の秘密鍵を用いて作成され、電子メール

に付加される。

③ 受信者は、自分の秘密鍵を使って共通鍵を復号し、復号した共通鍵で電子メールの

内容を復号する。

④ 公開鍵の正当性を保証するための第三者機関が必要である。
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 線路設備に用いられるメタリック平衡対ケーブルの特徴について述べた次の二つ記述は、

(ア) 。 (４点)

Ａ ＰＥＣケーブルは、ポリエチレンと比較して誘電率が大きいポリ塩化ビニルを心線被覆に

用いており、一般に、地下区間に適用されている。

Ｂ ＣＣＰケーブルは、色分けによる心線識別を容易にするため着色したポリエチレンを心線

被覆に用いており、一般に、架空区間に適用されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図は、ＪＩＳ Ｃ ０３０３：２０００構内電気設備の配線用図記号における電話・情報設備

の図記号を示したものである。この図記号は、容量が３０対であり、そのうち (イ) を表

している。 (４点)

① 実装が２０対の端子盤 ② 空きが２０対の端子盤

③ 実装が２０対の集合保安器 ④ 空きが２０対の集合保安器

⑤ 実装が２０対の本配線盤 ⑥ 空きが２０対の本配線盤

(３) 測定確度が±(０.８％rdg＋６dgt)、分解能が０.１ボルトのデジタル式テスタを用いて、

直流１００.０ボルトレンジで測定した直流電圧の測定値が５０.０ボルトであったとき、測定

誤差の範囲は、± (ウ) ボルトである。ただし、rdgは読取値、dgtは最下位桁の数字を表

すものとする。 (４点)

① ０.２ ② ０.６ ③ １.０ ④ １.４ ⑤ １.８

(４) デジタル式ＰＢＸの設置工事について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ デジタル式ＰＢＸの主装置と外線との接続において、外線がＩＳＤＮ基本インタフェース

回線の場合、主装置の外線ユニットは、ＩＳＤＮ基本インタフェースを終端するＤＳＵに４

線式で接続する。

Ｂ デジタル式ＰＢＸの設置工事において、主装置の筐体に取り付ける接地線は、一般に、
きょう

ＣＶ線を用いる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) デジタル式ＰＢＸの代表着信方式の設定において、ラウンドロビン方式を選定したときの動

作について述べた次の記述のうち、正しいものは、 (オ) である。 (４点)

① 代表グループ内の内線番号をダイヤルして呼び出す。

② 代表グループ内の全ての内線を選択して一斉に呼び出す。

③ 代表グループ内のあらかじめ設定した内線を直接呼び出す。

④ 代表グループ内の内線がおおむね均等に利用されるように内線を選択する。

⑤ 代表グループ内の内線に優先順位を設け、常に優先順位が高い空いている内線を選

択する。

30P
20P
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるバス配線の工事試験などについて述べた次

の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 工事試験において、ＤＳＵから端末機器までのバス配線の送信線(ＴＡ／ＴＢ)の極性を確

認するには、テスタの静電容量測定機能を用いる方法がある。

Ｂ バス配線上にモジュラジャックが複数ある場合、最終端のモジュラジャックを終端抵抗付

きのものとする必要がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるバス配線では、一般に、ＩＳＯ８８７７に

準拠した８端子のモジュラジャックが使われており、その端子の使用に関する規格について述

べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ ファントムモードの給電には、３番～６番の四つの端子が使用される。

Ｂ Ｔ線(１対)とＲ線(１対)には、３番～６番の四つの端子が使用される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける、ポイント・ツー・マルチポイント構成に

ついて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (ウ) である。 (４点)

① ポイント・ツー・マルチポイント構成におけるバス配線上の１台のＴＡに接続でき

るアナログ電話機数は１台のみである。

② バス配線に多対カッド形ケーブルを用いてアナログ電話回線の配線と混在利用する

場合、アナログ電話回線からのインパルス性雑音の影響を考慮し、基本インタフェー

ス線のＴ線(１対)及びＲ線(１対)は、同一カッド内の収容とし、アナログ電話回線と

同じカッド内に混在収容しない。

③ バス配線上の接続用ジャックとＴＥとの間に用いられる接続コードのモジュラプラ

グは、挿抜が容易でなければならないため、引っ張っても抜けにくいラッチ機構を有

していないものが用いられる。

④ 短距離受動バス配線構成におけるＮＴからの最大線路長は、線路の特性インピーダ

ンスが７５オームの場合、３００メートルとされている。

⑤ 短距離受動バス配線に接続可能なＴＡの最大数は、延長受動バス配線に接続可能な

ＴＡの最大数と比較して大きい。
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(４) 下に示す五つの図は、ＪＩＳ Ｑ ９０２４：２０２６マネジメントシステムのパフォーマン

ス改善－改善の手順及び技法の指針に規定されている技法の概念図である。数値データに対す

る技法の一つであるヒストグラムを示す概念図は、図１～図５のうち (エ) である。

(４点)

① 図１ ② 図２ ③ 図３ ④ 図４ ⑤ 図５

図１ 図２ 図３

図４ 図５

(５) 図６に示すアローダイアグラムについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、

(オ) である。 (４点)

① クリティカルパスは一つだけである。

② 作業Ｄのトータルフロートは３日である。

③ 作業Ｆのトータルフロートは１日である。

④ 作業Ｅのフリーフロートはゼロである。

⑤ 作業Ｇの最遅開始時刻は８日である。

図６

 

１

作業Ｉ

作業Ｋ

作業Ｇ

作業Ｊ

２日 ７日

４日

作業Ｂ

３日

５日

作業Ｆ作業Ｃ

５日

９日

６

作業Ｄ作業Ａ

作業Ｈ作業Ｅ

４

８

４日

５日

３日４日

２

５

７３ ９
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法に規定する｢工事担任者による工事の実施及び監督｣又は｢工事担任者資格者

証｣について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 利用者は、端末設備又は自営電気通信設備を接続するときは、工事担任者資格者証

の交付を受けている者に、当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに係る工事を

行わせ、又は実地に監督させなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、

この限りでない。

② 工事担任者資格者証の種類及び工事担任者が行い、又は監督することができる端末

設備若しくは自営電気通信設備の接続に係る工事の範囲は、総務省令で定める。

③ 総務大臣は、電気通信事業法の規定により工事担任者資格者証の返納を命ぜられ、

その日から２年を経過しない者に対しては、工事担任者資格者証の交付を行わないこ

とができる。

④ 総務大臣は、電気通信事業法の規定により罰金以上の刑に処せられ、その執行を終

わり、又はその執行を受けることがなくなった日から２年を経過しない者に対しては、

工事担任者資格者証の交付を行わないことができる。

(２) 電気通信事業法に規定する｢電気通信事業の登録｣及び｢管理規程｣について述べた次の二つの

文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 電気通信事業を営もうとする者は、総務大臣の登録を受けなければならない。ただし、そ

の者の設置する電気通信回線設備の規模及び利用者の数が総務省令で定める基準を超えない

場合は、この限りでない。

Ｂ 電気通信事業者は、総務省令で定めるところにより、事業用電気通信設備の管理規程を定

め、電気通信事業の開始前に、総務大臣に届け出なければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 電気通信事業法の｢業務の改善命令｣において、総務大臣は、電気通信事業者が重要通信に関

する事項について (ウ) していないと認めるときは、当該電気通信事業者に対し、利用者

の利益又は公共の利益を確保するために必要な限度において、業務の方法の改善その他の措置

をとるべきことを命ずることができると規定されている。 (４点)

① 管理規程を遵守 ② 安全を確保 ③ 技術基準に適合

④ 総務大臣へ届出 ⑤ 適切に配慮

(４) 利用者は、適合表示端末機器を接続する場合その他総務省令で定める場合を除き、電気通信

事業者の電気通信回線設備に端末設備を接続したときは、当該電気通信事業者の (エ) を

受け、その接続が電気通信事業法の規定に基づく総務省令で定める技術基準に適合していると

認められた後でなければ、これを使用してはならない。これを変更したときも、同様とする。

(４点)

① 登 録 ② 審 査 ③ 承 諾 ④ 検 査 ⑤ 認 可
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(５) 電気通信事業法施行規則に規定する緊急に行うことを要する通信について述べた次の二つの

文章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 水道、ガス等の国民の日常生活に必要不可欠な役務の提供その他生活基盤を維持するため

緊急を要する事項を内容とする通信であって、これらの通信を行う者相互間において行われ

るものは規定に該当する通信である。

Ｂ 気象、水象、地象若しくは地動の観測の報告又は警報に関する事項であって、緊急に通報

することを要する事項を内容とする通信で、気象機関相互間において行われるものは規定に

該当する通信である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 総合通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備又はデジタル伝送路設備に端末設備

等を接続するための工事を行い、又は監督することができる。

② 第一級デジタル通信の工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に

端末設備等を接続するための工事を除く。

③ 第二級デジタル通信の工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１０ギガビット

以下であって、主としてインターネットに接続するための回線に係るものに限る工事

を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等

を接続するための工事を除く。

④ 第一級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続する

ための工事及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、

又は監督することができる。

⑤ 第二級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するた

めの工事のうち、端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行

い、又は監督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続す

るための工事のうち、総合デジタル通信回線の数が基本インタフェースで１のものに

限る工事を行い、又は監督することができる。

(２) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の交付｣及び｢資格者証の再交付｣について述べた次の二

つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者資格者証の交付を受けた者は、端末設備等の接続に関する知識及び技術の普及

に寄与しなければならない。

Ｂ 工事担任者は、資格者証を失ったことが理由で資格者証の再交付の申請をしようとすると

きは、別表に定める様式の申請書に、所轄警察署等へ届け出た遺失届出書の写しを添えて、

総務大臣に提出しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則の登録認定機関による技術基準適合認定の｢表示｣

に規定する、技術基準適合認定をした旨の表示を付するときの方法について述べた次の二つの

文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 表示を技術基準適合認定を受けた端末機器の見やすい箇所に付す方法がある。当該表示を

付すことが困難又は不合理である端末機器にあっては、当該端末機器に付属する取扱説明書

及び包装又は容器の見やすい箇所に付す方法がある。

Ｂ 表示を技術基準適合認定を受けた端末機器に電磁的方法により記録し、当該表示を特定の

操作によって当該端末機器に接続した製品の筐体カバーに直ちに明瞭な状態で表示すること
きょう

ができるようにする方法がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 有線電気通信設備(その設置について総務大臣に届け出る必要のないものを除く。)を設置し

ようとする者は、 (エ) 、設備の設置の場所及び設備の概要を記載した書類を添えて、設

置の工事の開始の日の２週間前まで(工事を要しないときは、設置の日から２週間以内)に、そ

の旨を総務大臣に届け出なければならない。 (４点)

① 有線電気通信の方式の別 ② 設備の接続の方法

③ 有線電気通信の技術的条件 ④ 設備の工事の方法

⑤ 電気通信回線設備の使用の態様

(５) 総務大臣は、天災、事変その他の非常事態が発生し、又は発生するおそれがあるときは、有

線電気通信設備を設置した者に対し、 (オ) 若しくは救援、交通、通信若しくは電力の供

給の確保若しくは秩序の維持のために必要な通信を行い、又はこれらの通信を行うためその有

線電気通信設備を他の者に使用させ、若しくはこれを他の有線電気通信設備に接続すべきこと

を命ずることができる。 (４点)

① 人命の保護 ② 避難の指示 ③ 危険の回避

④ 公共の福祉 ⑤ 災害の予防

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 電話用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、主として

音声の伝送交換を目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。

② インターネットプロトコル移動電話用設備とは、移動電話用設備(電気通信番号規則

別表に掲げる音声伝送携帯電話番号を使用して提供する音声伝送役務の用に供するも

のに限る。)であって、端末設備又は自営電気通信設備との接続においてインターネッ

トプロトコルを使用するものをいう。

③ 固定電話端末とは、端末設備であって、固定電話用設備に接続されるものをいう。

④ 専用通信回線設備等端末とは、端末設備であって、専ら専用通信回線設備に接続さ

れるものをいう。

⑤ 選択信号とは、主として相手の端末設備を指定するために使用する信号をいう。
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(２) 安全性等及び責任の分界について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 端末設備は、事業用電気通信設備から漏えいする通信の内容を自動的に記録する機能を有

してはならない。

Ｂ 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、事

業用電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ｢絶縁抵抗等｣において、端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用
きょう

電気通信設備との間において、使用電圧が (ウ) ボルト以下の場合にあっては、２メガオー

ム以上の絶縁抵抗を有しなければならないと規定されている。 (４点)

① １５０ ② ２００ ③ ２５０ ④ ３００ ⑤ ６００

(４) 配線設備等の評価雑音電力とは、通信回線が受ける妨害であって人間の聴覚率を考慮して定

められる (エ) をいい、誘導によるものを含む。 (４点)

① 雑音電力の最大値 ② 等価雑音レベル ③ 漏話雑音電力

④ 雑音電力の尖頭値 ⑤ 実効的雑音電力
せん

(５) ｢端末設備内において電波を使用する端末設備｣について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。

(４点)

Ａ 総務大臣が別に告示する条件に適合する識別符号(端末設備に使用される無線設備を識別

するための符号であって、通信路の設定に当たってその照合が行われるものをいう。)を有

するものでなければならない。

Ｂ 使用される無線設備は、一の筐体に収められており、かつ、気密性を保持できるものでな
きょう

ければならない。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容及び同規則に基づく告示に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) アナログ電話端末等の発信に関する機能又は直流回路の電気的条件について述べた次の文章

のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気

通信回線からの応答が確認できない場合、選択信号送出終了後３分以内に直流回路を

開くものであること。

② 自動再発信を行う場合(自動再発信の回数が１５回以内の場合を除く。)にあっては、

その回数は最初の発信から２分間に３回以内であること。この場合において、最初の

発信から２分を超えて行われる発信は、別の発信とみなす。

なお、この規定は、火災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

③ 自動的に選択信号を送出する場合にあっては、直流回路を閉じてから３秒以上経過

後に選択信号の送出を開始するものであること。ただし、電気通信回線からの発信音

又はこれに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場合にあっては、この

限りでない。

④ 直流回路を開いているときのアナログ電話端末等の直流回路の直流抵抗値は、２メ

ガオーム以上でなければならない。
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(２) アナログ電話端末等の選択信号における押しボタンダイヤル信号の条件について述べた次の

文章のうち、正しいものは、 (イ) である。 (４点)

① 高群周波数は、１,２００ヘルツから１,６００ヘルツまでの範囲内における特定の

四つの周波数で規定されている。

② 周期とは、信号送出時間と信号受信時間の和をいう。

③ 信号送出電力の許容範囲のうち２周波電力差は、１１デシベル以内であり、かつ、

低群周波数の電力が高群周波数の電力を超えないものでなければならない。

④ 信号送出時間は５０ミリ秒以上でなければならない。

(３) 直流回路を閉じているときのアナログ電話端末等の直流回路の直流抵抗値は、２０ミリアン

ペア以上１２０ミリアンペア以下の電流で測定した値で５０オーム以上３００オーム以下でな

ければならない。ただし、直流回路の直流抵抗値と電気通信事業者の交換設備からアナログ電

話端末等までの線路の直流抵抗値の和が (ウ) の場合にあっては、この限りでない。

(４点)

① ３０オーム以上１,５００オーム以下

② ５０オーム以上１,７００オーム以下

③ ７０オーム以上１,９００オーム以下

④ １００オーム以上２,０００オーム以下

⑤ １２０オーム以上２,２００オーム以下

(４) 総合デジタル通信端末等について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 総合デジタル通信端末等は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであってはな

らない。

Ｂ 総合デジタル通信端末等は、電気的条件及び機械的条件のいずれかの条件に適合するもの

でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 総合デジタル通信端末等がアナログ電話端末等と通信する場合にあっては、通話の用に供す

る場合を除き、総合デジタル通信用設備とアナログ電話用設備との接続点においてデジタル信

号をアナログ信号に変換した送出電力は、 (オ) デシベルミリワット以下でなければなら

ない。 (４点)

① 平均レベルでマイナス８ ② 平均レベルでマイナス５

③ 平均レベルでマイナス３ ④ 最大レベルでマイナス８

⑤ 最大レベルでマイナス５ ⑥ 最大レベルでマイナス３
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ア) である。 (４点)

① 電線とは、有線電気通信(送信の場所と受信の場所との間の線条その他の導体を利用

して、電磁的方式により信号を行うことを含む。)を行うための導体(絶縁物又は保護

物で被覆されている場合は、これらの物を含む。)であって、強電流電線に重畳される

通信回線に係るものを含んだものをいう。

② 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る中

継器その他の機器であって、これらを支持し、又は保蔵するための工作物を除いたも

のをいう。

③ 平衡度とは、通信回線の中性点と大地との間の漏話電力と通信回線の端子間の漏話

電力との比をデシベルで表わしたものをいう。

④ 絶対レベルとは、一の有効電力の１ミリワットに対する比をデシベルで表わしたも

のをいう。

⑤ 離隔距離とは、線路と他の物体(線路を含む。)とが気象条件による位置の変化によ

り最も接近した場合におけるこれらの物の間の距離をいう。

(２) 有線電気通信設備令において、強電流電線に重畳される通信回線は、次の(ⅰ)及び(ⅱ)によ

り設置しなければならないと規定されている。

(ⅰ) 重畳される部分とその他の部分 (イ) ようにすること。

(ⅱ) 重畳される部分に異常電圧が生じた場合において、その他の部分を保護するため総務省

令で定める保安装置を設置すること。 (４点)

① とを一体的に監視し、保守できる

② とを安全に分離し、且つ、開閉できる

③ との間に分界点を設け、責任の分界が明確になる

④ とは容易に切り離すことができない

⑤ とを切り替えて、個別に試験を行うことができる

(３) 有線電気通信設備令施行規則に規定する、屋内電線と高圧の屋内強電流電線との離隔距離を

１５センチメートル未満とすることができる場合について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。

ただし、高圧の屋内強電流電線は強電流ケーブルとする。 (４点)

Ａ 高圧の屋内強電流電線を絶縁性のある管に収めて設置するとき。

Ｂ 屋内電線と高圧の屋内強電流電線との間に耐火性のある堅ろうな隔壁を設けるとき。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律に規定する｢目的｣又は｢定義｣について述べた次の文

章のうち、誤っているものは、 (エ) である。ただし、特定電子計算機とは、電気通信回

線に接続している電子計算機をいい、特定利用とは、特定電子計算機の利用(当該電気通信回線

を通じて行うものに限る。)をいう。 (４点)

① この法律は、不正アクセス行為を禁止するとともに、これについての罰則及びその

再発防止のための都道府県公安委員会による援助措置等を定めることにより、インター

ネットに係る犯罪の防止及びアクセス制御機能により実現される電気通信に関する秩

序の維持を図り、もって高度情報通信社会の健全な発展に寄与することを目的とする。

② アクセス制御機能とは、特定電子計算機の特定利用を自動的に制御するために当該

特定利用に係るアクセス管理者によって当該特定電子計算機又は当該特定電子計算機

に電気通信回線を介して接続された他の特定電子計算機に付加されている機能であって、

当該特定利用をしようとする者により当該機能を有する特定電子計算機に入力された

符号が当該特定利用に係る識別符号であることを確認して、当該特定利用の制限の全

部又は一部を解除するものをいう。

③ アクセス制御機能を有する特定電子計算機に電気通信回線を通じて当該アクセス制

御機能に係る他人の識別符号を入力して当該特定電子計算機を作動させ、当該アクセ

ス制御機能により制限されている特定利用をし得る状態にさせる行為(当該アクセス

制御機能を付加したアクセス管理者がするもの及び当該アクセス管理者又は当該識別

符号に係る利用権者の承諾を得てするものを除く。)は、不正アクセス行為に該当する。

④ 電気通信回線を介して接続された他の特定電子計算機が有するアクセス制御機能に

よりその特定利用を制限されている特定電子計算機に電気通信回線を通じてその制限

を免れることができる情報又は指令を入力して当該特定電子計算機を作動させ、その

制限されている特定利用をし得る状態にさせる行為(当該アクセス制御機能を付加した

アクセス管理者がするもの及び当該アクセス管理者の承諾を得てするものを除く。)

は、不正アクセス行為に該当する。

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において、電子署名とは、電磁的記録(電子的方式、磁

気的方式その他人の知覚によっては認識することができない方式で作られる記録であって、電

子計算機による情報処理の用に供されるものをいう。)に記録することができる情報について

行われる措置であって、次の(ⅰ)及び(ⅱ)の要件のいずれにも該当するものをいう。

(ⅰ) 当該情報が当該措置を行った者の (オ) に係るものであることを示すためのもので

あること。

(ⅱ) 当該情報について改変が行われていないかどうかを確認することができるものであること。

(４点)

① 認 定 ② 特 定 ③ 真 偽 ④ 作 成 ⑤ 証 明



 

試験問題についての特記事項 

 

(1)  試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2)  問題文及び図中などで使用しているデータは、全て架空のものです。 

 
(3)  論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4)  試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい) ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 

(6)  情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 
に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(7)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤  

りだけで誤り文とするような出題はしていません。 
  
(8)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  
の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 
していません。 
 

   (10) 法規科目の試験問題の解答に当たっては、各問い及び各解答群に記載されている内容以外は考慮しない 
ものとします。 

    
   (11) 法規科目の試験問題において、設問文中の“同規則に基づく告示”とは、令和６年総務省告示第３５７号   
      (端末設備等規則の規定によることが著しく不合理な固定電話端末等及びその条件を定める件）をいいます。 
 


